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組
合
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の
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ま
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お
か
れ
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て
は
、
お
健
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に
新
年
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お
迎
え
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こ
と
と
お

　

組
合
員
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
お
健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
旧
年
中
は
、
Ｊ
Ａ
事
業
全
般
に
わ
た
り
、
多
大
な
ご
理
解
と
ご

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
旧
年
中
は
、
Ｊ
Ａ
事
業
全
般
に
わ
た
り
、
多
大
な
ご
理
解
と
ご

協
力
、
そ
し
て
ご
参
加
を
賜
り
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

協
力
、
そ
し
て
ご
参
加
を
賜
り
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和

　

令
和
44
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
断
続
的
に
感
染
拡
大
・

年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
断
続
的
に
感
染
拡
大
・

縮
小
を
繰
り
返
し
て
お
り
、
終
息
に
は
長
期
化
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
し

縮
小
を
繰
り
返
し
て
お
り
、
終
息
に
は
長
期
化
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
基
本
的
な
対
策
を
講
じ
た
う
え
で
の
行
動
や
経
済
活
動
は
コ
ロ
ナ
前
水
準
に
回

か
し
、
基
本
的
な
対
策
を
講
じ
た
う
え
で
の
行
動
や
経
済
活
動
は
コ
ロ
ナ
前
水
準
に
回

復
し
つ
つ
あ
り
、
今
後
の
出
口
戦
略
に
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
Ｊ
Ａ
事
業
に

復
し
つ
つ
あ
り
、
今
後
の
出
口
戦
略
に
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
Ｊ
Ａ
事
業
に

お
い
て
も
、
組
合
員
の
皆
さ
ま
が
安
心
し
て
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
対
策
を
徹
底
し
、

お
い
て
も
、
組
合
員
の
皆
さ
ま
が
安
心
し
て
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
対
策
を
徹
底
し
、

ス
マ
ホ
教
室
、
農
業
体
験
、
各
種
サ
ー
ク
ル
な
ど
の
Ｊ
Ａ
く
ら
し
の
活
動
や
、
年
金
個

ス
マ
ホ
教
室
、
農
業
体
験
、
各
種
サ
ー
ク
ル
な
ど
の
Ｊ
Ａ
く
ら
し
の
活
動
や
、
年
金
個

別
相
談
会
、
相
続
・
遺
言
個
別
相
談
会
、
葬
儀
事
前
相
談
会
な
ど
の
各
種
相
談
会
、
ま

別
相
談
会
、
相
続
・
遺
言
個
別
相
談
会
、
葬
儀
事
前
相
談
会
な
ど
の
各
種
相
談
会
、
ま

た
、
第

た
、
第
3434
回
通
常
総
代
会
は

回
通
常
総
代
会
は
33
年
ぶ
り
に
実
開
催
を
実
施
す
る
な
ど
、
コ
ロ
ナ
に
対
応

年
ぶ
り
に
実
開
催
を
実
施
す
る
な
ど
、
コ
ロ
ナ
に
対
応

し
た
活
動
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

し
た
活
動
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。
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シ
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攻
す
る
事
態
が
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期
化
す
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農
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い
て
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、
ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
侵
攻
す
る
事
態
が
長
期
化
す
る

な
か
、
日
本
の
農
業
や
食
料
安
全
保
障
に
も
大
き
な
影
響
が
出
て
い
ま
す
。
肥
料
や
飼

な
か
、
日
本
の
農
業
や
食
料
安
全
保
障
に
も
大
き
な
影
響
が
出
て
い
ま
す
。
肥
料
や
飼

料
を
は
じ
め
、
ハ
ウ
ス
資
材
な
ど
幅
広
い
農
業
資
材
の
高
騰
が
止
ま
な
い
反
面
、
生
産

料
を
は
じ
め
、
ハ
ウ
ス
資
材
な
ど
幅
広
い
農
業
資
材
の
高
騰
が
止
ま
な
い
反
面
、
生
産

コ
ス
ト
の
上
昇
分
を
販
売
価
格
に
転
嫁
が
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
農
家
経
営
に
は
厳
し

コ
ス
ト
の
上
昇
分
を
販
売
価
格
に
転
嫁
が
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
農
家
経
営
に
は
厳
し

い
環
境
が
続
い
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ａ
と
し
て
は
、
国
が
進
め
る
肥
料
価
格
高
騰
対
策
事
業

い
環
境
が
続
い
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ａ
と
し
て
は
、
国
が
進
め
る
肥
料
価
格
高
騰
対
策
事
業

に
か
か
る
相
談
・
申
請
支
援
を
積
極
的
に
行
う
と
と
も
に
、
行
政
に
対
し
て
支
援
の
要

に
か
か
る
相
談
・
申
請
支
援
を
積
極
的
に
行
う
と
と
も
に
、
行
政
に
対
し
て
支
援
の
要

請
、
Ｊ
Ａ
独
自
の
資
材
高
騰
対
策
費
を
予
算
計
上
す
る
な
ど
、
農
家
の
生
産
コ
ス
ト
低

請
、
Ｊ
Ａ
独
自
の
資
材
高
騰
対
策
費
を
予
算
計
上
す
る
な
ど
、
農
家
の
生
産
コ
ス
ト
低

減
に
取
り
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で
ま
い
り
ま
し
た
。
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に
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組
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で
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い
り
ま
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こ
の
よ
う
な
情
勢
の
も
と
、
第

　

こ
の
よ
う
な
情
勢
の
も
と
、
第
1212
次
中
期
経
営
計
画
で
掲
げ
た
「
①
多
彩
な
農
業
の

次
中
期
経
営
計
画
で
掲
げ
た
「
①
多
彩
な
農
業
の

拡
充
に
よ
る
農
業
生
産
の
拡
大
と
農
業
者
の
所
得
増
大
」「
②
組
合
員
と
の
関
係
深
化
と

拡
充
に
よ
る
農
業
生
産
の
拡
大
と
農
業
者
の
所
得
増
大
」「
②
組
合
員
と
の
関
係
深
化
と

多
様
な
連
携
に
よ
る
組
織
・
地
域
の
活
性
化
」「
③
自
己
改
革
の
実
践
を
支
え
る
持
続
可

多
様
な
連
携
に
よ
る
組
織
・
地
域
の
活
性
化
」「
③
自
己
改
革
の
実
践
を
支
え
る
持
続
可

能
な
Ｊ
Ａ
経
営
の
確
立
」
の
３
つ
の
基
本
目
標
の
達
成
に
向
け
、
農
業
振
興
を
中
心
と

能
な
Ｊ
Ａ
経
営
の
確
立
」
の
３
つ
の
基
本
目
標
の
達
成
に
向
け
、
農
業
振
興
を
中
心
と

し
た
不
断
の
自
己
改
革
の
実
践
と
そ
れ
を
支
え
る
経
営
基
盤
の
確
立
・
強
化
の
取
組
み

し
た
不
断
の
自
己
改
革
の
実
践
と
そ
れ
を
支
え
る
経
営
基
盤
の
確
立
・
強
化
の
取
組
み

で
あ
る「
３
Ｃ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」に
、
地
域
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
一
所
懸
命
に
取
り
組
ん
で

で
あ
る「
３
Ｃ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」に
、
地
域
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
一
所
懸
命
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
が
皆
さ
ま
に
と
っ
て
希
望
と
幸
福
に
満
ち
た
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心

　

結
び
に
、
本
年
が
皆
さ
ま
に
と
っ
て
希
望
と
幸
福
に
満
ち
た
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心

よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
Ｊ
Ａ
事
業
に
対
し
ま
し
て
、
よ
り
一
層
の
ご

よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
Ｊ
Ａ
事
業
に
対
し
ま
し
て
、
よ
り
一
層
の
ご

理
解
、
ご
協
力
、
ご
参
加
を
賜
り
た
く
お
願
い
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て

理
解
、
ご
協
力
、
ご
参
加
を
賜
り
た
く
お
願
い
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

い
た
だ
き
ま
す
。

鳥羽市相差町（千鳥ヶ浜）からの日の出鳥羽市相差町（千鳥ヶ浜）からの日の出
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マイヤーレモン
　マイヤーレモンはレモンとオレ
ンジまたはマンダリンとの自然交
配で、一般的なレモンに比べて表
皮がツルっとしていて丸みがあり、
熟すとオレンジがかった濃い黄色
が特徴です。果汁が多く、コクが
ありまろやかな酸味が特徴です。

　

紀
宝
町
で
マ
イ
ヤ
ー
レ
モ
ン
、
柑
橘
類

を
栽
培
す
る
橋
本
さ
ん
。
80
ア
ー
ル
の
ほ

場
で
マ
イ
ヤ
ー
レ
モ
ン
を
栽
培
し
年
間
約

14
ト
ン
を
出
荷
し
て
い
る
ほ
か
、
温
州
ミ

カ
ン
や
デ
コ
ポ
ン
な
ど
６
品
種
を
3
3
0

ア
ー
ル
の
ほ
場
で
栽
培
し
て
い
ま
す
。

橋は

し

本も

と 

要よ

う

一い

ち 
さ
ん
（
61
）

J
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伊
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紀
レ
モ
ン
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紀
宝
町

　

紀
宝
町
で
マ
イ
ヤ
ー
レ
モ
ン
を
栽
培
す

る
橋
本
さ
ん
は
就
農
し
て
32
年
目
を
迎
え

ま
す
。

　
「
就
農
前
は
J
A
で
営
農
指
導
員
を
し

て
い
ま
し
た
。
当
時
は
両
親
が
農
業
を
し

て
い
て
、
自
分
も
仕
事
を
通
し
て
培
っ
た

知
識
や
技
術
を
活
か
し
た
農
業
が
し
た
い

と
思
い
30
歳
の
時
に
就
農
し
ま
し
た
。
当

時
は
販
売
価
格
が
今
よ
り
も
安
く
、
経
営

面
で
は
苦
労
が
あ
り
ま
し
た
ね
」
と
就
農

当
初
を
振
り
返
り
ま
す
。

　

約
15
年
前
に
マ
イ
ヤ
ー
レ
モ
ン
の
栽
培

を
始
め
た
橋
本
さ
ん
。「
当
初
は
獣
害
対
策

と
作
業
効
率
の
向
上
を
目
的
に
栽
培
を
始

め
ま
し
た
。
獣
害
の
標
的
に
な
り
に
く
い

マ
イ
ヤ
ー
レ
モ
ン
を
ハ
ウ
ス
施
設
の
周
辺

に
植
え
る
こ
と
で
、
ハ
ウ
ス
施
設
の
内
外

は
獣
害
に
遭
い
に
く
く
な
り
ま
し
た
。
マ

イ
ヤ
ー
レ
モ
ン
は
摘
果
作
業
の
必
要
が
な

い
の
で
、
他
の
品
種
の
摘
果
な
ど
の
作
業

へ
よ
り
手
が
掛
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

作
業
効
率
が
格
段
に
上
が
り
ま
し
た
ね
。

栽
培
の
こ
だ
わ
り
は
土
づ
く
り
で
す
。
適

切
な
時
期
に
肥
料
を
し
っ
か
り
と
与
え
る

こ
と
で
樹
勢
を
保
ち
、
隔
年
結
果
を
起
こ

さ
ず
に
毎
年
安
定
し
た
収
量
を
確
保
で
き

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
2
0
1
4
年
頃

か
ら
情
勢
の
変
化
で
国
内
産
レ
モ
ン
の
需

要
が
高
ま
り
販
売
価
格
が
良
く
な
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
古
く
な
っ
た
樹
を
改
植
し
て

増
や
し
て
き
ま
し
た
。
品
種
更
新
時
に
は

翌
年
か
ら
収
穫
で
き
る
よ
う
に
、
接
ぎ
木

に
よ
る
拡
大
も
取
り
入
れ
て
い
ま
す
」
と

話
し
ま
す
。

　

今
後
に
つ
い
て
、「
こ
れ
か
ら
栽
培
を
続

け
て
い
く
上
で
、
人
手
不
足
が
課
題
で
す
。

農
業
収
入
を
上
げ
る
た
め
に
も
適
期
作
業

に
力
を
入
れ
た
い
の
で
、
他
の
品
目
と
合

わ
せ
て
、
年
間
を
通
し
て
作
業
に
来
て
も

ら
え
る
仕
組
み
に
し
て
人
手
を
確
保
し
た

い
で
す
。
収
穫
量
を
保
ち
な
が
ら
よ
り
綺

麗
な
果
実
を
作
り
続
け
て
い
き
た
い
で
す
」

と
意
気
込
み
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

手
を
か
け
て

綺
麗
な
果
実
を

作
り
た
い

のうのかぜ
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J A 伊 勢 管 内 の
さ ま ざ ま な 情 報 を お 届 け ！ いせちゃんトピックス

　12月９日、伊勢市立明野小学校３年生の児童らが、青ねぎの収穫
体験と青ねぎパッケージセンターの見学を行いました。
　当日は、伊勢市小俣町にあるJA伊勢の子会社㈱あぐりん伊勢のほ
場で、青ねぎの収穫体験を行いました。その後、パッケージセンター
へ移動し、洗浄や調整、梱包作業などを見学しました。

作業を見学する児童ら

伊勢市立明野小学校３年生

青ねぎ収穫体験・青ねぎパッケージセンターを見学

　12月７日、津市のNHK津放送局で第52回日本農業賞三重県代表の
表彰式が行われ、個別経営の部で志摩市の有限会社河井ファーム肉よ
し代表取締役の河井金昭さんが表彰されました。
　これは日本農業の確立を目指して、意欲的に経営や技術の改善に取り
組み、地域社会の発展にも貢献している個別経営の集団組織を表彰する
もので、河井さんが取り組む徹底した衛生管理による生産の安定化や、地
域と連携したエコフィード活用と自社銘柄の確立などが評価されました。
　河井さんは「地域の高校や企業などと共に始めたエコフィード活用が
コスト削減だけでなくSDGsを意識した取組みにつながっている。今回
の受賞で、取組みを知ってもらうきっかけになれば」と話しました。

日本農業賞三重県代表に

志摩市の河
か わ

井
い

金
か ね

昭
あ き

さん

　11月27日、松阪農業公園ベルファームで、３年ぶりに「松
阪肉牛共進会」が開催されました。
　各地区の予選を通過した松阪牛50頭（うちJA伊勢管内産
20頭）が出品されました。厳正な審査の結果、岡田一彦さん
が出品した「ここの３」号が優秀賞１席に輝き、2,600万円で
落札されました。

「ここの3」号が落札される様子

第71回松阪肉牛共進会

　JA伊勢管内では11月上旬からイチゴの出荷が始まり、12月中旬から下旬にか
けて出荷ピークを迎えました。
　今年度は昨年度よりも気温が高かったためやや生育が遅れましたが、現在は生
育も順調で糖度と酸味のバランスが良いイチゴに仕上がっています。
　５月下旬頃までに、県内・県外市場へ「章姫」「かおり野」「レッドパール」など合
わせて約160万パックの出荷を見込んでいます。

イチゴの検品を行うJA伊勢の職員

イチゴ出荷順調

表彰状を持つ河井さん㊥

　志摩市の特産品である干し芋「きんこ」の出荷が12月１日から始まりました。
　「きんこ」は、昔から伊勢志摩で海女や漁師のおやつとして親しまれている
加工品で、サーモンピンク色の果肉が特徴のサツマイモ「ハヤト芋」を原料に
使用しています。
　JA伊勢の職員は「12月に入って徐々に気温も下がり作業も進んできた。き
んこを待ってくれている消費者に美味しいきんこを届けたい」と話します。
　JA伊勢ではHACCPに沿った衛生管理の徹底を呼び掛けており、２月下旬
までに、県内市場を中心に約１万袋の出荷を見込んでいます。 出荷された「きんこ」を検品する担当者

干し芋「きんこ」出荷開始

　JA伊勢は11月、JAグループの全国農業協同組合連合会三重県本
部の新入職員７名の農業現地研修を受け入れました。
　これは生産農家を取り巻く環境を理解するとともに、生産者と消費者
を結ぶ懸け橋機能を発揮することを目的に毎年行っている取組みです。
　11月25日には、JA伊勢の子会社㈱オレンジアグリで３名の職員
を受け入れ、３名は同社の社員の指導のもと、御浜町内の園地で早
生温州ミカンの収穫作業を体験しました。
　また、職員らは収穫作業のほかにも、青ねぎパッケージセンター
の出荷作業なども行いました。

JAグループ全農みえ新入職員

オレンジアグリで農業体験受け入れ

<結果は以下の通り>
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　11月22日、奥伊勢・度会経済センター肉牛集出荷場で、「七保
肉牛共進会」が開催
されました。
　 当 日 は、50頭 の
雌牛（うち16頭が特
産松阪牛）が出品さ
れ、同町の岡田一彦
さんが出品した「よ
しみ７」号が優等賞
１席に輝きました。

優等賞１席に輝いた岡田さんと「よしみ７」号

第17回大紀町七保肉牛共進会

収穫作業を行う様子

各地で松阪牛の女王を決める
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みらい活
動だより

JA伊勢フ
ァンクラブ

JAグループでは、心と体を支える食の大切さ、国産・地元産の豊かさ、
それを生み出す農業の価値を伝える「みんなのよい食プロジェクト」に取り組んでいます。

保存方法
果実がやわらかく傷つきやすいため、できるだ
け早く食べましょう。保存する際は、洗わずに
ラップをして野菜室で。冷凍保存も可能です。
洗ってヘタと水気を取ってから冷凍しましょう。

選び方
ヘタの近くまで色鮮やかでハリがあり、傷の
ないもの。ヘタの緑色が濃く、乾いていない
ものを選びましょう。

イチゴ

作り方

1	 	イチゴはヘタを取り、1cm角に刻む。そのうち1/3はトッピング用に
おいておく。

2	ホワイトチョコレートは細かく刻み、半量ずつに分ける。
3	 	ボウルに無塩バターを入れ、クリーム状になるまで泡だて器で混ぜる。

グラニュー糖を加え、白っぽくなるまでよく混ぜ合わせる。
4	卵は溶いて3回に分けて3に加え、その都度よく混ぜ合わせる。
5	 	薄力粉、ベーキングパウダーを4にふるい入れ、ヘラで切るように混

ぜる。1のイチゴ2/3と2のホワイトチョコレート半量を入れ、切るよ
うに軽く混ぜる。

6	 	型に流し入れて180℃に予熱したオーブンで約40分焼く。中心まで
火が通れば、取り出して粗熱を取る。

7	ボウルに残りのホワイトチョコレートを入れ、湯せんにかけて溶かす。
8	 	粗熱を取ったケーキに7のホワイト

チョコレートをかけ、トッピング用に
おいておいたイチゴを乗せて完成。

ホームページLINE SNS

Facebook Instagram

●その他の活動、朝市情報についてはHPをご確認ください。

料理の動画は
こちら▶

お問い合わせ
くらしの活動推進課　
☎0596-62-1125まで

栄養
豊富に含まれるビタミンCは、風邪予防
のほか、美肌づくりに効果が期待でき
ます。水溶性食物繊維の一種であるペ
クチンに富み、腸内環境を改善して便
秘の解消につながります。また、虫歯
予防に役立つとされるキシリトール、抗
酸化作用を発揮するフラボノイドなども
含まれています。

あぐりスクール  「おでん大根収穫体験」

　12月３日、伊勢市小俣町にあるJA伊勢の子会社㈱あぐりん
伊勢のほ場で「おでん大根収穫体験」を開催しました。
　当日は、管内の親子35組90名が参加し、同社の社員の指導
のもと、力いっぱいダイコンを引き抜いていました。
　この日収穫したおでん大根は、各自持ち帰りました。

おでん大根を収穫する児童

活動内容 日時 場所 参加費 申し込み締切日

スマホ教室
①カメラを使おう
②災害に備えよう

2月16日（木） ①13：00～
②15：00～ 熊野支店 無料 1月30日（月）

スマホ教室
①カメラを使おう
② LINE を楽しもう（初級）
③ LINE を使いこなそう（上級）

2月22日（水）
①10：00～
②13：00～
③15：00～

伊勢北部支店 無料 1月30日（月）

1 月～ 2月の活動予定 どなたでも参加いただけます！ ※ 同時にJA伊勢ファンクラブみらいへ
ご加入いただくことになります。

イ
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ト
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ー
キ

材料(16.5cmパウンド型1本分)
イチゴ������� 1パック
ホワイトチョコレート��� 100g
無塩バター������ 100g
グラニュー糖������ 60g
卵����������� 2個
薄力粉�������� 120g
ベーキングパウダー����3g

準備
無塩バター、卵は常温に戻してお
く。オーブンは180℃に予熱する。

今月の食材

イチゴを使ったクリスマスケーキ作り
　12月17日、伊勢中央支店でクリスマスケーキ作りを開催し、
管内の親子37組98名が参加しました。
　当日はJA伊勢加工品グループのメンバーを講師に迎え、参加
親子らは管内産のイチゴ「かおり野」を使用し、それぞれ思い思
いにイチゴを使ってクリスマスケーキを飾り付けていました。

イチゴをデコレーションする様子

地元産の食材を使って  チーズタルトと煮豚作り

　11月16日、料理グループ「和洋折衷」は地元産の食材を使った
料理に挑戦しました。参加した7名は御浜町産の紀州岩清水豚で家
の光11月号32ページに掲載の「ごちそう煮豚」と、メンバーが栽培
した安納芋を使ってあんさんぶる11月号掲載の

「サツマイモのチーズタルト」を作りました。
　煮豚はたこ糸で形を整えて水から煮るこ
とでやわらかく、うまみを閉じ込めてふっ
くらと仕上げました。出来上がった煮豚と
チーズタルトは各自持ち帰りました。

チーズタルトを作る参加者ら

調理時間

60分

イチゴとホワイトチョコの
イチゴとホワイトチョコの相性バツグン！！！！
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あなたもチャレンジ！あなたもチャレンジ！

家庭菜園家庭菜園

　HSPにはさまざまな特徴があります。長所となる部分もあ

りますが、いろいろなことを敏感に感じ取り過ぎてしまうため、

〝生きづらさ〟につながることも多くなります。自分の特性をよ

く理解して、うまく対処できるよう行動や環境を工夫すると、

今感じている生きづらさを解消することが期待できます。

HSP（とても繊細な人）って
なに？

〈絵袋を確認〉
　種苗会社のカタログや絵袋には大切な情報がコンパクトに記載されています（図１）。
○作りやすさ、耐病性、耐寒性などの特徴
　アブラナ科野菜では名前に「CR」が付いていれば根こぶ病に強い品種、「YR」は萎
黄病に強い品種です。病気に強い品種を選び、少ない農薬で作りましょう。また、冬
の野菜では耐寒性、夏の野菜では耐暑性があれば安心です。
○発芽・生育適温など
　発芽や生育に関する温度や発芽までの日数などが記されています。種まき時期の目
安にしましょう。生育の短い品種を「早生」、長い品種を「晩生」、これらの中間を「中生」
と呼びます。タマネギの早晩性と貯蔵性には深い関わりがあり、早生品種は貯蔵性が
低く、晩生品種は貯蔵性に優れています（図２）。ハクサイやスイートコーンでは早晩性
が80日や90日などの生育日数で示されることもあります。

　「HSP」とは心理学の用語で〝とても繊細な人〟という意味です。他人のちょっとした言動や

ささいな出来事などが気になってしまう、とても繊細な気質（特性）を持っている人のことです。

生まれたときから持っている気質で、人口の約５人に１人が当てはまると言われています。

JAの保健室（JA三重厚生連松阪中央総合病院　健康管理施設エポック）から

今、注目されている理由

　最近、仕事の場ではコミュニケーションが重視される傾向があります。また、インターネットを通してスピード

や変化を求められ、業務が高度化、複雑化しています。そのため、現代社会にストレスや生きづらさを感じる人

が増えていることが、HSPの注目される背景にあるのではないかと考えられます。

品種の選び方
野菜作りの第一歩

家庭菜園でおいしく、安全な野菜を作り、いろいろな野菜で食卓を豊かにしましょう。

野菜の品種を選ぶときのポイントは、①その土地の気候や栽培時期に合っているか

②病気や害虫に強く、作りやすいか ③利用・調理に適しているか、などを見極めることです。

販売農家では新しい野菜、品種の試作の畑として活用するのも良いでしょう。

図１ 絵袋の表記（例）

園芸研究家　成松次郎

図２ （例）タマネギの栽培カレンダー

〈話題の品種〉
○ミニ野菜
　密植ができ栽培期間が短く、作りやすい品種が多いので、家庭
菜園向きです。ハクサイ、カボチャ、カリフラワー、ダイコンには、
食味の良い品種がたくさんあります。
○新顔野菜に挑戦
　未知の野菜には作る楽しみと食べる楽しみがあり、食卓での会話
も弾むでしょう。イタリア野菜には話題の品種がいろいろあります。

○機能性野菜に注目
　赤、黄、紫などの色素には健康に良い機
能があるといわれています。リコピンの多い
トマト、ベータカロテンを多く含むニンジン、
ケルセチンに加え、アントシアニンを多く含
む赤タマネギなどがあります。

〈栽培指針をチェック〉
　地域で定着している品種をJAで作成する
栽培指針で調べたり、地元の種苗店などで
聞いたりしてみましょう。このような品種と
新しい品種を作り比べてみると、わが家に
適した品種選びができます。また、栽培指
針には地域の栽培カレンダー（図２）が示さ
れているので、これに沿った園芸作業を行
いましょう。

HSPの代表的な特徴…

〇〇 美術や音楽に深く感動する美術や音楽に深く感動する

〇〇 豊かな内面生活を送っている豊かな内面生活を送っている

〇〇 他人の気分に左右される他人の気分に左右される

　例） 上司がイライラしていると、すぐに気付

いて必要以上に気にしてしまう。

〇〇 マルチタスクが苦手マルチタスクが苦手

　例） 並行していろいろな仕事を前にすると、

混乱してしまい、集中できなくなる。

〇〇 音や光、見るものに敏感に反応してしまう音や光、見るものに敏感に反応してしまう

行動や環境を変えてHSPの特性をコントロール

〇〇 認知のゆがみに気付く認知のゆがみに気付く

　他人に左右されるのは、本来

分かるはずのない人の考えや感情

を「わかる」と勘違いしてしまうこ

とが背景にあります。「自分のこと

を怒っているのかも」などと深読

みをするのをやめ、自分の思い込

みでつらくなっているだけかもし

れないと気付くことが大切です。

〇〇“やることリスト”をつくる“やることリスト”をつくる

　やるべき家事や仕事が出たら、

すぐにメモ帳などに書く癖をつけ

ます。自分の状況を可視化すると、

あれもこれもと考えて焦る気持ち

が軽くなります。また、いつも頑

張っている自分をいたわる気持ち

も込めて「ひとつずつ」と声に出し

てみましょう。

〇〇 物理的に刺激（情報）を減らす物理的に刺激（情報）を減らす

　外からの刺激に過敏に反応して

しまう場合は、音に関してはノイ

ズキャンセリングイヤホンや耳栓

など、光や見え

るものに対して

はサングラスや

だ て眼 鏡など

が効果的です。

周囲の人の配慮も大切

　HSPの特性があると、刺激や変化に圧倒されやすく、焦ると動揺してネガティ

ブな思考に陥りがちです。周囲の人は会話でも行動でも「待つ」ことを意識しま

しょう。本人の心の健康を守るためには、周囲の人が刺激や変化の少ない安心

できる雰囲気をつくることも大切です。
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応
募
方
法

　私たちは昭和44年に結婚して、今年で結婚54年
目を迎えます。
　主人は鉄道会社に勤め、36歳から17年間は和歌
山県内へ単身赴任していたので、一人での子育てな
ど大変な時期もありましたね。
　夫の退職後に、子ども部屋だった離れを利用して
農家民宿「はなあそび」を開設しました。民泊仲介サ
イトに登録し、コロナ禍以前は世界中さまざまな国
のゲストを受け入れました。
　田んぼや梅園地での農作業や観光、食事などで
交流を深めて、世界中に友人ができました。今は国
内から月に２・３組のゲストが来てくれています。
　夫は水稲と梅を栽培していて、地域の小学校での
農業体験にも出向いたり、お宮さんの役を持つなど
充実した日々を送っています。
　これからもお互いへの感謝の気持ちを忘れずに夫
婦ともに健康で、農家民宿「はなあそび」をぼちぼち
と続けながら小学生の孫の成長を見守っていきたい
です。
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応募方法
◦ とじ込みハガキに必要事項をご記入の上、郵送（切手不要）または、本・支店

へお持ちください。
◦ 三重南紀地区で栽培されている高級柑橘「せとか」をクイズ正解者の中から20

名様にプレゼント。当選者の発表は発送をもってかえさせていただきます。

アンケートへのご協力
ありがとうございました。

たくさんのご応募
ありがとうございました。

応募総数547通

※ 川柳の掲載にあたり、明らかな誤字・脱字は訂正し、句読点や仮名遣いについて加除する場合がございます。ご了承ください。
※ 応募作品は本人が制作した未発表のものに限ります。

◦とじ込みハガキ（切手不要）にて、ＪＡ伊勢経営企画部企画広報課 「おもしろ川柳」係まで（お一人さま３句まで）。
◦文字は楷書ではっきりと書き、読みづらい漢字には読み仮名をつけてください。
◦ペンネームでの掲載をご希望の方も、本名は必ずご記入ください。　◦採用の決定については、職員の投票にて行っています。

日頃の出来事を川柳にしませんか？採用者（５名）には粗品をプレゼントさせていただきます。募集中

お
も
し
ろ

川
柳 元気はつらつ

シニアだより
農家民宿と孫の成長を楽しみに

矢
や

熊
ぐま

　政
まさ

好
よし

さん（75）

　　　名
な

良
ら

子
こ

さん（74）

紀宝町

わ く わ く プ レ ゼ ン ト

大
賞

マイ○ーレモン

問題 　  〇の中に文字を入れてください。
　　　　    今月の表紙の農産物です。

三重南紀地区産
「せとか」

令和５年

1月31日（火）

締切日

吉
よし

澤
ざわ

　慧
けい

都
と

くん（8）㊨

　　　摩
きよ

都
と

くん（7）㊧

尾鷲市

　明るく活発な性格の慧都くんと摩都くん。当日は
元気よく出迎えてくれました。
　２人とも体を動かすことが大好きで、放課後は学
校のお友達と一緒に遊ぶことが多いそうです。また、
喧嘩もしますが仲が良く、一緒にそろばんと書写の
教室に通っているそうです。
　将来の夢を尋ねると、慧都くんはサッカー選手、
摩都くんはお寿司屋さんか大工さんになりたいと教
えてくれました。
　お母さまは「自分の力で０から１を見つける・生
み出すことができるような子に育ってほしい」と話
してくれました。

０から１を見つけられるように
なってほしい

● 「あんさんぶる」に対する満足度は？

今回のアンケート結果を参考にしながら、より一層皆さまにご満足い
ただける誌面づくりに励んでまいります。
今後もご愛読をよろしくお願いいたします。

●好きなコーナーは？（複数回答可）

1位 旬を味わう ��345票

2位 おもしろ川柳 �304票

3位 家庭菜園 ���277票

4位 農の風 ����230票

5位 JAの保健室 ��219票

満足
58.9％

やや満足
40.0％

やや不満
1.0％

不満0.1％

11月号で実施しました「あんさんぶる」の誌面に関する
アンケートに、547通ものご回答をいただきました。
今回はその結果の一部を紹介させていただきます。

お便りのコーナー
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インフォメーション

新春農機・自動車展示会を開催します

　各メーカー新製品・目玉商品を多数取り揃えて
おります。また、レンタル農機の展示、セルフメ
ンテナンス講習会（トラクタ）を予定しております
ので、ぜひご来場ください。
■開催日時
　令和５年１月27日（金）午前９時～午後４時
　令和５年１月28日（土）午前９時～午後３時
■場所
　伊勢農機整備センター（伊勢市植山町260-1）
　☎0596-37-0403
　農機整備センターに併設するカーセンターで
は、自動車の展示も行います。お誘いあわせの上、
ぜひお越しください。

「こんなときは？」の連絡先
交通事故に遭われた場合

　 0120-2
ジ コ は

58-9
クミアイ

31

JAカードの紛失・盗難
　 0120-159-674（NICOS盗難紛失受付センター）
　 キャッシュカード一体型をお持ちの方は最寄りの支店

にも併せてご連絡ください

自宅葬・葬祭ホールの葬儀受付・相談窓口
◦伊勢地区　　　生活サービス課 葬祭グループ
　　　　　　　　 0120-009-836（24時間受付）

◦鳥羽志摩地区　生活サービス課 葬祭グループ 鳥羽志摩葬祭センター
　　　　　　　　 0120-057-756（24時間受付）

◦三重南紀地区　三重南紀経済センター 三重南紀葬祭センター
　　　　　　　　 0120-059-792（24時間受付）

通帳・キャッシュカードの紛失・盗難
　☎059-231-2523
　 （JA三重キャッシュサービスセンター）
　 ※営業時間内は、最寄りの支店にご連絡ください

管内農畜産物が当たる！  ウインターキャンペーン実施中！

■お問い合わせは　最寄りの支店窓口まで

フードドライブにご協力ください

　JA伊勢では、各家庭で使い切れない未使用食品を持ち寄り、それらをま
とめて地域の福祉団体や施設に寄付する「フードドライブ」に取り組みます。
　もし皆さんのご家庭で余っている食品や飲料などがありましたら、以下
の受付場所までお持ちください。

■実施期間　令和５年１月23日（月）～２月24日（金）
■受付場所　JA伊勢の支店・サテライト店窓口

○各場所にフードドライブ専用の回収BOXを設置しています。

■お問い合わせは　経営企画部くらしの活動推進課　☎0596-62-1125まで　

0.05%（ 　　　）税引後
年0.039%

スーパー定期貯金
（期間1年もの）

年お預かり金利 %（ 　　　）税引後
年0.023%

※当JAの定期貯金の書替の場合、増額10万円以上のご契約を上記の金利でお預かりいたします。

正・准組合員ご本人様 および 同居のご家族の方
※期間中に組合員にご加入された場合も対象となります。

組合員以外の皆さま方

【期間】令和５年１月 31 日（火）まで

【賞品】

※定期貯金の書替の場合、増額20万円以上のご契約を抽選の対象とさせていただきます。

期間中、スーパー定期貯金（1年 自動継続）を新規20万円以上お預け入れの個人の方から、【対象】
抽選で800名様に以下のJA伊勢管内農畜産物が当たるウインターキャンペーンを実施しております。

【抽選について】令和５年２月に厳正に抽選いたします。令和５年１月末時点で解約されている場合は抽選の
　　　　　　　 対象外となります。

全店合計
50名様

全店合計
530名様

A賞 B賞 C賞 お楽しみ
賞

きんこ芋（200g）
1,000円相当

玉城豚しゃぶしゃぶ用（約800g）
3,000円相当

松阪牛すき焼き用（約500g）
5,000円相当

管内加工品オリジナルセット

2,500円相当

（かおり野ジャム、紅はるかジャム、
かおり野バームクーヘン、紅はるかバームクーヘン、船越みそ、

伊勢NEGIRAI NEGI OIL、マイヤーレモングミ）

全店合計
100名様

全店合計
120名様

よりぞうボタン付きブランケット
先着プレゼント！

●数に限りがございますので品切れの場合はご了承ください。
●プレゼントはお一人様1個とさせていただきます。
●プレゼントのデザインは若干変更する場合があります。

JA伊勢全店合計先着4,000名様
※当JAの定期貯金の書替の場合、増額30万円以上のご契約も対象と
　させていただきます。

Ⓒよりぞう

ダブルの
お楽しみ！！

さらに
新規30万円以上

お預け入れの方

ネットバンク・ATM定期貯金

※組合員・組合員以外の方の共通の金利とさせていただきます。
※ネットバンク・ATM定期貯金は上記の農畜産物抽選の対象外とさせていただきます。※ウインターキャンペーンのよりぞうグッズのプレゼントはございません。

0.07％
でお預かりいたします。

（税引後年0.055％）

ネットバンクでお預け入れの方

0.03スーパー定期貯金
（期間1年もの）

年お預かり金利

JAネットバンクをご契約の方がスマートフォン・パソコンまたは
当 JA 発行の「総合口座通帳」または「定期貯金通帳」で三重県下の
JA バンク ATM にてスーパー定期貯金 (1 年 自動継続 ) を
新規 20 万円以上お預け入れいただくと

年 0.06％
でお預かりいたします。

（税引後年0.047％）

ATMでお預け入れの方

年

インフォメーション

　期間中、スーパー定期貯金（１年自動継続）を新規
20万円以上お預け入れの個人の方から、抽選で800
名様に以下のJA伊勢管内農畜産物が当たるウイン
ターキャンペーンを実施しています。
※ 定期貯金の書替の場合、増額20万円以上のご契約を抽選

の対象とさせていただきます。

■実施期間　令和５年１月31日（火）まで

正・准組合員ご本人および同居のご家族の方
※ 期間中に組合員にご加入された場合も対象となります。
スーパー定期貯金（期間１年もの）お預かり金利 年0.05％
組合員以外の皆さま方
スーパー定期貯金（期間１年もの）お預かり金利 年0.03％

※ 定期貯金の書替の場合、増額10万円以上のご契約を上記の金利でお
預かりいたします。

ネットバンクでお預け入れの方
年0.07％（税引後 年0.055％）

ATMでお預け入れの方
年0.06％（税引後 年0.047％）

※ 組合員・組合員以外の方の共通の金利とさせていただきます。
※ ネットバンク・ATM定期貯金は上記の農畜産物抽選の対

象外とさせていただきます。

　JAネットバンクをご契約の方がスマートフォン・パソ
コンまたは当JA発行の「総合口座通帳」または「定期貯金通
帳」で三重県下のJAバンクATMにてスーパー定期貯金（１
年自動継続）を新規20万円以上お預入れいただくと

ネットバンク・ATM定期貯金

（税引後 年0.039％）

（税引後 年0.023％）

紀勢支店の移転オープンについて

　この度、紀勢支店は、「山海の郷紀勢」内に以下の
通り移転リニューアルオープンさせていただくことに
なりました。
　今後とも変わらぬご愛顧のほど、よろしくお願
い申し上げます。
■移転日　令和５年１月10日（火）
■移転先　度会郡大紀町崎2154-1（山海の郷紀勢内）
■ATMのご利用について

■お問い合わせは
　紀勢支店　☎0598-74-1311まで
※電話番号の変更はありません。

寄付いただける食品 受付できない食品

○賞味期限が令和５年４月以降の食品
○お米（白米・玄米・α米）
○レトルト食品、カップ麺
○調味料（醤油・塩など）
○お菓子、飲料
○缶詰
○海苔、ふりかけ、お茶漬け、お茶

○賞味期限が令和５年３月末までの食品
○開封済のもの
○破損、汚れのあるもの
○生鮮食品（肉、魚、野菜など）
○常温保存できないもの
○商品説明が外国語表記のもの

鳥羽志摩農業協議会主催  農業塾「なごみ」  令和５年度第13期生募集！

■応募条件
　・ 鳥羽市・志摩市にお住まいで、JA伊勢の組

合員の方。
　　 もしくは組合員ではないが、今後組合員に

なっていただける方
　・ 卒業後も農業を実践していただき、JA伊勢を

通じて生産物の出荷販売をしていただける方
　・ 塾生同士で協力し、年間を通して栽培や出

荷など研修ほ場を管理していただける方
■研修ほ場
　実地技術研修：JA伊勢の施設ほ場
　　　　　　　　（志摩市阿児町神明）
　基礎知識研修：JA伊勢の施設（鳥羽市・志摩市）

■ 研修内容　年間を通して農業の基礎知識の研修は
もちろん、研修ほ場での土づくりから栽培や収穫、
販売までを行います。

■研修期間　令和５年４月～令和６年３月
■受講料　年間12,000円（税込）
■その他
　・農地の無い方には農地の斡旋紹介を予定しています。
　・ 年間を通して当番制でほ場の管理を行っていただ

きます。
■申し込み締切日　令和５年２月10日（金）
■お申し込み・お問い合わせは
　JA伊勢　鳥羽志摩経済センター
　営農振興グループ　☎0599-43-5889まで

　農業を中心としたセカンドライフを検討している方や、副収入として農業を実践してみようと考えている方
の農業知識や技術などの習得を目的に、鳥羽志摩農業協議会では農業塾「なごみ」の塾生を募集しています。

令和５年
１月６日（金）

まで

令和５年
１月７日（土）
～９日（月・祝）

令和５年
１月10日（火）以降

18時までご
利用いただ
けます。

ATM移設に
伴い、終日
ご利用いた
だけません。

新「紀勢支店」の
ATMをご利用いた
だけます。
移転後の稼働につ
いては、全日７時～
21時となります。
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　「新年のご挨拶」（P.2）で使用している写真は、鳥羽市相差
町で撮影した１枚です。昨年は尾鷲市で撮影しましたが、今
年はどこで撮影をしようかと考え、近年撮影していなかった
鳥羽市に決めました。鳥羽市の知人に相談したところ「鳥羽
で日の出を見るなら千鳥ヶ浜」と聞き、撮影へ。当日、少し
雲も出ましたが、波も穏やかで、綺麗な日の出を撮影するこ
とができました。近隣のホテルからはたくさんの宿泊客が日
の出を見に来ていました。（H）

◦�新型コロナウイルス感染拡大の影響により、鳥羽マルシェ・ほほえみかんの営業および各イベントについて、イベント内容や営業時間の変更などをさせていただく場合がござ
います。予めご了承ください。

 月
日 月 火 水 木 金 土

　　　 元日 2 振替休日 3 4 5 6 7

8 9 成人の日 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30 31 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11 建国記念の日

休館日

編集後記

お問い合わせ先

JA伊勢の公式SNSで情報発信中！

最新情報やキャンペーン情報などを
発信していきます!

JA伊勢カレンダー

相続・遺言
個別相談会

（伊勢中央支店）

年金個別相談会
度会支店　☎0596-62-1122
大宮支店　☎0598-86-2019
尾鷲支店　☎0597-22-1536
阿児支店　☎0599-43-0034

住宅・各種ローン相談会
ローンセンター　　　　　　☎0596-22-3446
相続・遺言個別相談会

（予約）金融推進課　　　　　☎0596-62-1123
（当日連絡先）伊勢中央支店　☎0596-22-3557

1  1

2  1

特売日

家庭訪問日

住宅・各種
ローン相談会

（ローンセンター）

休館日

休館日

休館日

特売日

年金個別相談会
（尾鷲支店）

年金個別相談会
（度会支店・大宮支
店・阿児支店）

ジェイエイサービス伊勢灯油感謝祭

家庭訪問日休館日

休館日

休館日

休館日

休館日

休館日

休館日

休館日

休館日 特売日

ジェイエイサービス伊勢灯油感謝祭

ジェイエイサービス伊勢灯油感謝祭

家庭訪問日

ジェイエイサービス伊勢灯油感謝祭

鳥羽マルシェ　☎0599-21-1080     　 ほほえみかん　☎0597-85-2169

恵方巻き予約
受付開始
（～ 24日）
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